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コンサルテーション事業実施報告 

 

事業の名称 発達相談 事業代表者 田中 真理 

対 象 
発達障害児・者、発達障害児・者の家族（親と兄弟）、発達障害児の在籍する

学校教師、発達障害児が通う塾講師、スクールカウンセラー 

目 的 

と 

内 容 

①目的    発達障害児・者および家族などへの心理臨床的援助 

       発達障害児・者が通う学校などへの助言 

②内容    発達障害児を対象とした個別面接 

             〃    集団面接 

       発達障害児の親を対象とした個別面接 

             〃      集団面接 

       発達障害児の在籍する学級担任との面接（学校訪問面接を含む） 

       発達障害児が通う学校のスクールカウンセラーおよび塾担当

者との面接 

実施日 

および 

実 施 回 数 

①実施日   第一・三土曜日、隔週月曜日のほか不定期に実施している 

②実施回数および実施形態 

 来談者ひとりあたりののべ面接回数      305 回 

 面接形態別面接回数 集団遊戯面接      19 回 

           集団面接（親グループ） 19 回 

           個別遊戯面接      13 回 

           心理検査         2 回 

           個別相談面接      20 回 

           学校への訪問面接     6 回 

実 施 場 所 大学内のプレイルーム、田中研究室、訪問先の学校、大学内面接室 

主なスタッフ 

田中真理および田中研究室の指導学生 

 東北大学大学院教育学研究科： 

小牧綾乃・滝吉美知香・和田美穂・楳本泰亮・小島未生 

東北大学教育学部： 

北洋輔・中山奈央・斉藤維斗・高橋江理子・出水伸一・

横田晋務 

人数 

12 名 
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ス タ ッ フ の 

活 動 内 容 

①知能検査・発達検査の施行：WISC、田中ビネー、K 式発達検査 

②面接担当（面接陪席） 

③面接記録の作成：VTR で記録したものをもとに逐語録を作成し、毎セッシ

ョンにおける各事例およびスタッフによる関わりについて考察する 

④カンファレンスへの出席：逐語録をもとにケースの理解を深める。平成 

１７年度においては 21 回のカンファレンスを行った。 

⑤事例報告の作成：1 年～2 年にわたる事例の経過についてケース・レポー

トを作成する 

 


